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会 社 名

代 表 者 名

問 合 せ 先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．15年　3月期末の固定資産評価損額 

（Ａ)平成 15年  3月期末の固定資産評価損額 百万円

百万円
( 　　　％

百万円
( 　　　％

百万円
( 　　　％

２．今後の見通し

（ご参考）当期の連結業績見通し（平成14年11月21日 公表分）及び前期の業績

当期業績予想（15年 3月期）

前　期　実　績（14年 3月期）

平成15年2月10日

5,500

2,278

代表取締役社長

経理部長

海外子会社固定資産評価損に関するお知らせ

　上記の固定資産評価損は、平成15年3月期の連結損益に、特別損失として計上いたします。

なお、本件につきましては、平成14年11月21日に公表した通期連結業績予想には織り込んでおらず、こ

れにより連結当期純利益が680百万円減少する見込です。

2,759
37.8

）

以　　　上

（コード番号　2284　東・大・名)    

（ＴＥＬ．0798-66-1181）

伊藤ハム株式会社

売　　上　　高 経　常　利　益

472,000

465,639

2,500

△ 707

）

(単位：百万円)

当期純利益

45.8

　 当社の米国子会社である　ITO CARIANI SAUSAGE COMPANY，INC． (決算日　平成14年12月31日)

のハム・ソーセージ製造設備につき、米国財務会計基準審議会基準書第144号「長期性資産の減損及び

処分予定の長期資産の会計処理」の適用による固定資産評価損を計上する必要が生じましたのでお知

らせいたします。

（Ｂ)平成 14年  3月期の連結純資産の額
）

伊藤　正視

石井　　　隆

1,043

120,002
0.9
2,278

（Ａ／Ｂ×100)

（Ａ／Ｃ×100）

（Ｄ)最近5連結会計年度の連結当期純利益の平均額 （Ａ／Ｄ×100）

（Ｃ)平成 14年  3月期の連結経常利益額


